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琵琶湖北湖で全層循環を確認 

 

１月 26 日（水）に琵琶湖環境科学研究センターが琵琶湖の水質調査を実施したところ、琵

琶湖北湖で全層循環を確認し、底層ＤＯの回復も確認しました。昨年末に大雪が降るなど冬

の冷え込みが厳しく、琵琶湖の水が十分に冷やされたことが要因と考えられます。 

また、１月 28 日（金）に実施した水中ロボット（ＲＯＶ）の調査では、水深 90ｍ地点にお

いて、生物の死亡個体は見られず、イサザ、ホンモロコ、スジエビなどの生物が見られまし

た。 

 

 

図１ Ｃ点（今津沖中央）の底層ＤＯ経月変動 
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【参考】 

 北湖では、例年春季から初冬にかけて水温躍層が形成され、上層と下層の水の対流がなく

なるため、底層ＤＯが低下し、晩秋に最も低くなります。その後、冬の水温低下と季節風の

影響により、水深の浅いところから徐々に循環が起こり、表層から底層で水温やＤＯなどの

水質が一様となります。この現象を全層循環と呼んでいます。 

北湖今津沖の第一湖盆（水深約 90m 地点）では、例年２月上旬から中旬にかけて、全層循

環が確認されていますが、平成 30 年度は昭和 54 年度の調査開始以降初めて全層循環が確認

できず、令和元年度も２年連続で全層循環が確認できませんでしたが、令和２年度は３年ぶ

りに確認されました。 

 

１ 調査地点および調査結果 

（１）調査地点 

 
 

（２）調査結果 

表１ 各地点の底層ＤＯ調査結果 
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        1 月 17 日調査              １月 26 日調査 

 

図１ 第一湖盆における底層ＤＯの鉛直分布図 

 

（３）平成 18 年度以降の全層循環確認日 

           

 

（４）１月 28 日（金）に実施した水中ロボット（ＲＯＶ）の調査の写真 

 
図２ 第一湖盆で確認したイサザ 

平成18年度 H19.3.19

平成19年度 H20.2.12

平成20年度 H21.2.23

平成21年度 H22.2.8

平成22年度 H23.1.24

平成23年度 H24.2.13

平成24年度 H25.1.29

平成25年度 H26.2.17

平成26年度 H27.2.2

平成27年度 H28.3.14

平成28年度 H29.1.26

平成29年度 H30.1.22

平成30年度 未確認

令和元年度 未確認

令和２年度 R3.2.1

令和３年度 R4.1.26

酸素濃度（ＤＯ）が 
概ね均一になった 


